
お
く
の
ほ
そ
道
① 

  
 

 

《序
文 

そ
の
一
》 

中
学
国
語 
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古
文
講
座 

【担当講師】 
秀 浦  り き 

基
本
の
解
説
と
問
題 



お
く
の
ほ
そ
道
① 

・
作
者
＝ 

・
時
代
＝ 

・
ジ
ャ
ン
ル
＝ 

《
作
品
》
ポ
イ
ン
ト 

〈「おくのほそ道」全行程〉 

・
作
品
＝ 

 

松
尾
芭
蕉
は
、
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
）
三
月
、
門
人
の
曾
良
と
と 

も
に
、
江
戸
の
深
川
を
出
発
し
、
奥
州
・
北
陸
を
経
て
美
濃
（
岐
阜
県
） 

の
大
垣
に
至
る
、
行
程
二
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
約
百
五
十
日
（
約 

半
年
）
の
旅
を
行
っ
た
。
そ
の
と
き
の
体
験
や
見
聞
を
記
し
た
の
が
「
お 

く
の
ほ
そ
道
」で
あ
る
。 
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《
序
文
》
ポ
イ
ン
ト 

（
語
句
） 

月
日
は
百
代
の 

過
客 

に
し
て
、 

は
く
た
い 

く
わ
か
く 

行
き
か
ふ
年
も
ま
た 

旅
人 

な
り
。 

① 

１ 

② 
①
百
代
＝ 

②
過
客
＝ 

月
日
は
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、 

過
ぎ
て
は
来
る
年
も
ま
た
旅
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

〔
訳
〕 

★
こ
の
文
か
ら
読
み
取
れ
る
作
者
の
人
生
観
は
？ 

お
じ
い
さ
ん
は 

山
へ 

芝
刈
り
に 

お
ば
あ
さ
ん
は 

川
へ 

洗
濯
に 

（
例
） 

（  
 

 

） 

ゆ 

（  
 

 
） 

・
鳥
が
歌
う 

（
例
） 

※

対
句
と
は 

言
葉
の
働
き
や
リ
ズ
ム
が
似
て
い
る
句
を
二
つ 

以
上
組
み
合
わ
せ
る
表
現
技
法
。 

※

擬
人
法
と
は 

人
間
で
な
い
も
の
を 

人
間
に
見
立
て
る
表 

現
技
法
。 
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舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
、 
２ 

馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ
る
者
は
、 

日
々
旅
に
し
て
旅
を
す
み
か
と
す
。 

③ ④ 

（  
 

 
 

 

） 

（  

） 

舟
の
上
で
働
い
て
一
生
を
終
え
る
（
＝ 

 
 

 
 

 
 

）や
、 

馬
の
く
つ
わ
を
ひ
い
て
年
を
取
っ
て
い
く
（
＝ 

 
 

 
 

 
）は
、 

日
々
が
旅
で
あ
り
、
旅
そ
の
も
の
を
（  

 
 

 

）と
し
て
い
る
。 

 

〔
訳
〕 

（
語
句
） 

③
舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
＝ 

④
馬
の
口
と
ら
へて
老
い
を
迎
ふ
る
も
の
＝ 

⑤ 

⑤
す
み
か
＝ 

馬子 

船頭 



(C) 2014 Prisola International Inc. 5 

古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。 
３ 
⑥ （  

 
 

 
 

 
 

 

）も
旅
の
中
で
亡
く
な
っ
た
人
が
多
く
い
る
。 

〔
訳
〕 

★
昔
の
詩
人
と
は
具
体
的
に
誰
の
こ
と
か
？ 

（
唐
の
詩
人
） 

（
平
安
時
代
末
期
の
歌
人
） 

（
室
町
時
代
の
連
歌
師
） 

（
語
句
） 

⑥
古
人
＝ 

（
唐
の
詩
人
） 

人生の大半を 
旅の中で過ごした 
詩人たち 



お
く
の
ほ
そ
道
① 

・
作
者
＝ 

・
時
代
＝ 

・
ジ
ャ
ン
ル
＝ 

《
作
品
》
ポ
イ
ン
ト 

〈「おくのほそ道」全行程〉 

・
作
品
＝ 

 

松
尾
芭
蕉
は
、
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
）
三
月
、
門
人
の
曾
良
と
と 

も
に
、
江
戸
の
深
川
を
出
発
し
、
奥
州
・
北
陸
を
経
て
美
濃
（
岐
阜
県
） 

の
大
垣
に
至
る
、
行
程
二
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
約
百
五
十
日
（
約 

半
年
）
の
旅
を
行
っ
た
。
そ
の
と
き
の
体
験
や
見
聞
を
記
し
た
の
が
「
お 

く
の
ほ
そ
道
」で
あ
る
。 
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松
尾
芭
蕉 

江
戸
時
代
前
期 

紀
行
文 

（元
禄
文
化
の
こ
ろ
） 

お
く
の
ほ
そ
道 



《
序
文
》
ポ
イ
ン
ト 

（
語
句
） 

月
日
は
百
代
の 

過
客 

に
し
て
、 

は
く
た
い 

く
わ
か
く 

行
き
か
ふ
年
も
ま
た 

旅
人 

な
り
。 

① 

１ 

② 
①
百
代
＝ 

②
過
客
＝ 

月
日
は
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、 

過
ぎ
て
は
来
る
年
も
ま
た
旅
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

〔
訳
〕 

★
こ
の
文
か
ら
読
み
取
れ
る
作
者
の
人
生
観
は
？ 

お
じ
い
さ
ん
は 

山
へ 

芝
刈
り
に 

お
ば
あ
さ
ん
は 

川
へ 

洗
濯
に 

（
例
） 

（  
 

 

） 

ゆ 

（  
 

 
） 

・
鳥
が
歌
う 

（
例
） 

※

対
句
と
は 

言
葉
の
働
き
や
リ
ズ
ム
が
似
て
い
る
句
を
二
つ 

以
上
組
み
合
わ
せ
る
表
現
技
法
。 

※

擬
人
法
と
は 

人
間
で
な
い
も
の
を 

人
間
に
見
立
て
る
表 

現
技
法
。 
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対句 

擬人法 

永
遠 

旅
人 

人
生
そ
の
も
の
が
旅
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る 

か
か
く 

永
遠
の
旅
人 

こ
う 



（ 

） 

（ 

） 
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舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
、 
２ 

馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ
る
者
は
、 

日
々
旅
に
し
て
旅
を
す
み
か
と
す
。 

③ ④ 

対句 

え 

う 

舟
の
上
で
働
い
て
一
生
を
終
え
る
者
（
＝ 

 
 

 
 

 
）や
、 

馬
の
く
つ
わ
を
ひ
い
て
年
を
取
っ
て
い
く
者
（
＝ 

 
 

 
 

）は
、 

日
々
が
旅
で
あ
り
、
旅
そ
の
も
の
を
（  

 
 

 

）と
し
て
い
る
。 

〔
訳
〕 

（
語
句
） 

③
舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
＝ 

④
馬
の
口
と
ら
へて
老
い
を
迎
ふ
る
も
の
＝ 

船
頭 

馬
子 

⑤ 

⑤
す
み
か
＝ 

住
ま
い 

（馬
方
） 

（馬
借
） 

船
頭 

馬
子 

 
 

 
馬子 

船頭 

住
ま
い 
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古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。 
３ 

⑥ （  
 

 
 

 
 

 
 

）も
旅
の
中
で
亡
く
な
っ
た
人
が
多
く
い
る
。 

〔
訳
〕 

★
昔
の
詩
人
と
は
具
体
的
に
誰
の
こ
と
か
？ 

李
白 

（
唐
の
詩
人
） 

西
行 

（
平
安
時
代
末
期
の
歌
人
） 

宗
祇 

（
室
町
時
代
の
連
歌
師
） 

杜
甫 昔

の
詩
人 

（
語
句
） 

⑥
古
人
＝ 

昔
の
詩
人 

（
唐
の
詩
人
） 

人生の大半を 
旅の中で過ごした 
詩人たち 
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基
本
問
題 
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●
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
次
の
語
句
の
読
み
方
を
答
え
な
さ
い
。 

  

①
「
百
代
の
過
客
」 

  

②
「
迎
ふ
る
」 

 

（
２
）
次
の
語
句
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。 

  

①
「
百
代
の
過
客
」 

  

②
「す
み
か
」 

  

③
「
古
人
」 

 

（
３
）
次
の
語
句
の
表
す
職
業
を
答
え
な
さ
い
。 

  

①
「
舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
」 

  

②
「
馬
の
口
と
ら
え
て
老
い
を
迎
ふ
る
」 

《
基
本
問
題
》 
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●
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
次
の
語
句
の
読
み
方
を
答
え
な
さ
い
。 

  

①
「
百
代
の
過
客
」 

  

②
「
迎
ふ
る
」 

 

（
２
）
次
の
語
句
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。 

  

①
「
百
代
の
過
客
」 

  

②
「す
み
か
」 

  

③
「
古
人
」 

 

（
３
）
次
の
語
句
の
表
す
職
業
を
答
え
な
さ
い
。 

  

①
「
舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
」 

  

②
「
馬
の
口
と
ら
え
て
老
い
を
迎
ふ
る
」 

《
基
本
問
題
》 

は
く
た
い
の
か
か
く 

む
こ
う
る 

永
遠
の
旅
人 

住
ま
い 

昔
の
詩
人 

船
頭 

馬
子 

解
答 
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応
用
問
題 
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《
応
用
問
題
》 

１ 
 

次
の
（  

）
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
解
答
欄
に
し
た
が
っ
て
答
え 

 
 

 

な
さ
い
。 

  
 

 
 

「
（ 

① 

）
」は
、
（ 

② 

）
時
代
前
期
、
俳
人
で
あ
る
（ 

③ 

） 

 
 

 

が
、 

門
人
で
あ
る
曾
良
と
と
も
に
奥
州
や
北
陸
を
旅
し
た
体
験 

 
 

 

を
も
と
に
記
し
た
（ 

④ 
）
の
傑
作
で
あ
る
。 

 
 

 
 

② ③ ④ 

（
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
名
） 

（
作
者
名
） 

（
時
代
名
） 

① 

（
作
品
名
） 

次
の
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く 
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１ 
月
日
は
百
代
の
過
客 

に
し
て
、 

２ 

行
き
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
。 

３ 

舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
、 

４ 

馬
の
口
と
ら
へて
老
い
を
迎
ふ
る
者
は
、 

５ 

日
々
旅
に
し
て
旅
を
す
み
か
と
す
。 

６ 

古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。 

２ 

次
の
１
～
６
の
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
（
１
） 

過
客
と
同
じ
意
味
の
言
葉
を
文
章
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。  

 
 

① 
① 

（
２
） 

対
句
表
現
と
な
っ
て
い
る
文
を
１
～
６
の
文
か
ら
2
つ
選
び
、
解 

 
 

 

答
欄
に
従
っ
て
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

と 

と 

（
３
） 

擬
人
法
で
表
現
さ
れ
て
る
文
を
、
１
～
６
の
文
か
ら
２
つ
選
び
、 

 
 

 

番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

④ ② ③ 

次
の
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く 



【
問
題
は
以
上
で
終
わ
り
で
す
】 

（
５
） 

舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
、
馬
の
口
と
ら
へて
老
い
を
迎
ふ
る
者
と 

 
 

 

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
職
業
を
指
し
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
漢 

 
 

 

字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。  

 
 

② 

② 
③ 

③ 

（
６
） 

古
人
と
は
、
具
体
的
に
誰
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。
解
答
欄
に 

 
 

 

従
っ
て
四
人
答
え
な
さ
い
。 

（
４
） 

１
・
２
の
文
か
ら
読
み
取
れ
る
、
作
者
の
人
生
観
を
簡
単
に
答
え 

 
 

 
な
さ
い
。 

（
唐
の
詩
人
） 

（
平
安
時
代
末
期
の
歌
人
） 

（
室
町
時
代
の
連
歌
師
） 

（
唐
の
詩
人
） 

④ 
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それでは、応用問題を 
がんばって解いてください。 



確認・応用問題・Practiceの解答（PDF＆解説動画）は、 
http://e-clus.com/ で購入できます。 

学習動画イークルース 検索 

http://e-clus.com/

